
同
社
は
長
年
に
わ
た
っ
て
、

ラ
ベ
ル
印
刷
の
製
版
事
業
に
携

わ
っ
て
お
り
、
九
州
地
域
で
高

い
信
頼
を
獲
得
し
て
い
る
。
同

社
の
手
が
け
る
製
版
は
、
樹

脂
凸
版
と
亜
鉛
凸
版
。
売
上
の

８０
％
は
、
ラ
ベ
ル
関
連
。
短
納

期
の
要
望
に
は
、
午
前
中
の

デ
ー
タ
支
給
で
夕
方
の
出
荷
に

対
応
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

し
か
し
、
製
版
業
務
だ
け
で

は
成
長
が
難
し
い
と
の
企
業
判

断
に
基
づ
き
７
年
前
か
ら
、
ワ

イ
ド
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ（
Ｉ
Ｊ
Ｐ
）

を
導
入
す
る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル

印
刷
事
業
に
注
力
。
現
在
、
３

台
を
稼
働
さ
せ
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
分
野
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
田
中
社
長
は

「
当
社
が
事
業
を
開
始
し
た
約

３０
年
前
に
は
、
九
州
に
ラ
ベ
ル

印
刷
の
製
版
会
社
が
な
か
っ
た

た
め
、
早
い
段
階
で
印
刷
会
社

と
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
関
係
は
現
在
も
継
続

し
て
い
る
が
、
一
方
で
マ
ッ
ク

Ｄ
Ｔ
Ｐ
の
普
及
に
伴
い
、
ラ
ベ

ル
印
刷
会
社
が
製
版
を
内
製
化

す
る
傾
向
に
あ
り
、
か
つ
て
の

顧
客
が
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
ケ
ー

ス
も
現
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
当

社
で
も
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を

予
測
し
て
お
り
、
５
年
前
に
九

州
地
域
で
初
め
て
、
凸
版
Ｃ
Ｔ

Ｐ
を
導
入
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
傾
向
は
さ
ら
に
進
行

し
て
お
り
、
当
社
が
生
き
残
る

た
め
に
、
ラ
ベ
ル
印
刷
会
社
が

対
応
し
に
く
い
仕
事
を
代
行
す

る
目
的
で
、
小
ロ
ッ
ト
分
野
に

取
り
組
む
こ
と
に
し
た
」
と
説

明
す
る
。

同
社
で
は
４
月
、
Ｓ
ｕ
ｒ
ｅ

Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
を
導
入
。
ワ
イ
ド

の
み
な
ら
ず
ナ
ロ
ー
ウ
ェ
ブ
に

も
対
応
す
る
体
制
を
構
築
し

た
。
１
カ
月
間
の
テ
ス
ト
稼
働

を
経
て
、
現
在
は
本
格
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
を
開
始
。「
ラ
ベ
ル

印
刷
会
社
が
同
業
者
に
外
注
す

る
場
合
、
仕
事
の
詳
細
が
外
部

に
知
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
避

け
た
い
気
持
ち
が
あ
る
。
そ
の

点
、
当
社
は
ラ
ベ
ル
印
刷
会
社

に
と
っ
て
〝
第
三
者
的
立
場
〞

に
あ
り
、
競
合
先
に
は
な
ら
な

い
た
め
、
安
心
し
て
発
注
で
き

る
の
で
は
。
事
実
、
そ
の
よ
う

な
小
ロ
ッ
ト
の
引
き
合
い
が
入

り
始
め
て
い
る
」（
田
中
社
長
）

と
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
培
っ

た
製
版
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
デ
ジ
タ

ル
に
応
用
し
、
極
小
ロ
ッ
ト
を

は
じ
め
、
可
変
情
報
な
ど
の
印

刷
に
も
対
応
す
る
方
針
。

製
版
会
社
だ
っ
た
同
社
に

と
っ
て
、
課
題
は
〝
抜
き
加
工

技
術
〞。
そ
の
た
め
に
現
在
は
、

抜
き
加
工
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ

を
蓄
積
し
つ
つ
、
安
定
し
た
高

品
質
ラ
ベ
ル
の
製
造
を
目
指
し

て
技
術
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

同
社
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
印
刷

に
関
す
る
認
知
度
向
上
を
目
的

に
、九
州
地
域
で
Ｐ
Ｒ
を
推
進
。

田
中
社
長
は
「
ラ
ベ
ル
向
け
の

デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
を
九
州
地
域

で
導
入
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く

当
社
が
初
。
ま
ず
は
地
域
内
で

最
初
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、

ビ
ジ
ネ
ス
で
優
位
に
立
つ
こ
と

は
難
し
い
。
今
後
は
、
さ
ら
に

ノ
ウ
ハ
ウ
を
高
め
、
小
ロ
ッ
ト

の
分
野
に
お
い
て
、
ラ
ベ
ル
印

刷
会
社
の
力
に
な
り
た
い
」
と

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

㈱
ク
ロ
ス
ア
ク
セ
ス
（
京
都

市
北
区
紫
野
雲
林
院
町
、
山
口

忍
社
長
、
☎
０
７
５
・
４
３
２

・
２
０
２
４
）
は
現
在
、
２
次

元
コ
ー
ド
を
カ
ラ
ー
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
既
存
コ
ー
ド
以
上

の
大
量
情
報
を
格
納
す
る
「
Ｐ

Ｍ
コ
ー
ド
」
に
つ
い
て
、
ラ
ベ

ル
市
場
で
の
普
及
に
注
力
し
て

い
る
。同
社
は「
ラ
ベ
ル
フ
ォ
ー

ラ
ム
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
２
」
に

出
展
し
、
実
演
を
通
じ
て
同

コ
ー
ド
の
機
能
を
紹
介
。
来
場

者
か
ら
高
い
評
価
を
得
た
。

同
社
は
昨
年
１１
月
、
パ
ソ
コ

ン
の
サ
ポ
ー
ト
会
社
が
前
身

と
な
り
、
ラ
ベ
ル
業
界
で
の
Ｐ

Ｍ
コ
ー
ド
普
及
を
目
的
に
発
足

し
た
。
同
コ
ー
ド
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
の
ア
プ
リ
に
よ

り
、
情
報
を
読
み
取
る
際
に
、

音
楽
や
リ
ッ
チ
コ
ン
テ
ン
ツ
な

ど
を
瞬
時
に
再
現
で
き
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
モ
バ
イ
ル
通

信
網
も
利
用
可
能
と
し
て
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
配
信
を

実
現
で
き
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
を
必
要
と
せ
ず
、
印
刷
物
に

そ
の
ま
ま
大
量
の
情
報
を
格
納

で
き
る
こ
と
か
ら
、
ラ
ベ
ル
の

高
付
加
価
値
化
に
貢
献
す
る
。

ラ
ベ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー

ブ
ル
ト
ッ
プ
シ
ョ
ー
で
は
、
カ

ラ
ー
印
刷
さ
れ
た
Ｐ
Ｍ
コ
ー
ド

を
ス
マ
ホ
の
ア

プ
リ
で
読
み
取

る
実
演
を
行
い

つ
つ
、
そ
の

高
い
機
能
を
説

明
。山

口
社
長

は
「
来
場
者
か

ら
の
評
価
は
高

く
、
数
件
の
受

注
を
い
た
だ
い

た
ほ
か
、
引
き

合
い
も
多
数

あ
っ
た
。
当

コ
ー
ド
は
、
ド
コ
モ
や
ａ
ｕ
な

ど
の
通
信
会
社
を
は
じ
め
、
朝

日
新
聞
社
と
も
ラ
イ
セ
ン
ス
契

約
を
結
ん
で
い
る
。
当
コ
ー
ド

は
、
ラ
ベ
ル
の
高
付
加
価
値
化

を
実
現
す
る
〝
器
〞
で
あ
り
、

ラ
ベ
ル
印
刷
会
社
が
積
極
的
に

ご
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
進
化
を
遂
げ
る
の
で
は
、

と
期
待
し
て
い
る
」
と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
、

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
市
場
の
調
査
会
社
・
㈱
イ
ン

加
し
た
。

ラ
ベ
ル
関
連
で
は
、
同
社
ア

ナ
リ
ス
ト
の
ロ
バ
ー
ト
・
リ
ー

ヒ
ー
氏
が「
ラ
ベ
ル
・
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ン
グ
市
場
最
新
動
向
と
予

測
」「
ラ
ベ
ル
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ン
グ
コ
ン
バ
ー
タ
ー
の
意
識
」

と
題
し
て
世
界
の
デ
ジ
タ
ル
ラ

ベ
ル
印
刷
機
市
場
を
解
説
。
こ

の
う
ち
市
場
動
向
に
つ
い
て
は

「
現
在
は
欧
米
を
中
心
に
普
及

し
て
い
る
が
、
世
界
的
に
在
庫

の
削
減
で
無
駄
を
省
く
動
き
が

拡
大
し
て
い
る
中
、
少
量
・
多

頻
度
の
発
注
に
対
応
で
き
る
デ

ジ
タ
ル
機
は
、
少
な
く
と
も
今

後
５
年
間
、
電
子
写
真
・
イ
ン

ク
ジ
ェ
ッ
ト
共
に
大
幅
な
市
場

拡
大
が
見
込
め
る
」
と
見
通
し

を
示
し
た
。

ま
た
、主
に
米
国
の
ラ
ベ
ル
・

パ
ッ
ケ
ー
ジ
印
刷
会
社
を
対
象

と
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
踏
ま
え
「
小
ロ
ッ
ト
化

に
伴
い
、
複
雑
化
し
た
ワ
ー
ク

フ
ロ
ー
の
管
理
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
専
用
の
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
」
と
分
析
し
た
。

同
氏
は
さ
ら
に
、
５
月
に
開

催
さ
れ
た
ｄ
ｒ
ｕ
ｐ
ａ
で
の
出

展
内
容
を
も
と
に
印
刷
機
メ
ー

カ
ー
の
動
向
も
分
析
。｢

日
本

企
業
を
含
む
多
く
の
出
展
者

が
、
ラ
ベ
ル･

パ
ッ
ケ
ー
ジ
向

け
に
優
れ
た
印
刷
品
質
の
製
品

を
開
発
し
て
お
り
、
今
後
は
製

品
化
で
先
行
し
て
い
た
企
業
が

撤
退
す
る
例
も
出
て
く
る｣

と

の
見
方
を
示
し
た
。

Ｕ
Ｖ
硬
化
シ
ス
テ
ム
の
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

リ
ミ
テ
ッ
ド
は
こ
の
ほ
ど
、

「UV-LED Handbook

（
Ｕ

Ｖ
―
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
）」

を
発
刊
し
た
。

本
書
で
は
デ
ジ
タ
ル
印
刷
機

や
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ

（
Ｉ
Ｊ
Ｐ
）、
ア
ナ
ロ
グ
印
刷
機

で
利
用
さ
れ
て
い
る
Ｕ
Ｖ
硬
化

技
術
に
関
し
て
、
材
料
の
化
学

特
性
や
健
康
、
安
全
性
、
シ
ス

テ
ム
構
成
、
出
力
、
コ
ス
ト
な

ど
主
な
基
礎
知
識
を
集
約
し
て

い
る
。

担
当
者
は
「
Ｕ
Ｖ

硬
化
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
導
入
が
進

ん
で
い
る
が
、
新
し

い
技
術
で
あ
る
た
め

よ
り
正
確
な
知
識
が

必
要
。
導
入
に
向
け
シ
ス
テ
ム

理
解
の
参
考
に
な
れ
ば
と
の
思

い
か
ら
当
社
で
編
集
し
た
」
と

発
刊
の
経
緯
を
述
べ
る
。

同
社
は
英
国
に
本
社
を
置
い

て
お
り
、
今
年
３
月
に
は
日
本

の
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
を
東
京

都
府
中
市
に
開
設
し
た
。
同
オ

フ
ィ
ス
に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
と
と
も
に
同
書
に
よ
り
、
Ｕ

Ｖ
硬
化
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
理

解
を
広
め
、
機
器
な
ど
の
普
及

を
目
指
す
。

▽
サ
イ
ズ
…
Ａ
５
判
変
形
▽

ペ
ー
ジ
数
…
１
５
０
頁
▽
英
語

表
記
▽
価
格
…
１
０
５
０
円

（
税
込
み
）

問
い
合
わ
せ
は
同
社
日
本

サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
（
☎

０
４
２
・
３
１
０
・
９
７
１
７
）

ま
で
。

フ
ォ
ト
レ
ン
ズ
（
東
京
都
渋
谷

区
恵
比
寿
、
山
内
亨
代
表
）
は

７
月
１１
日
、
港
区
港
南
の
東
京

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
・

品
川
で
「
ワ
イ
ド
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
＆
ジ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
グ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
　
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

２
０
１
２
」
を
開
催
し
、
デ
ジ

タ
ル
印
刷
機
器
の
メ
ー
カ
ー
、

販
社
の
担
当
者
ら
約
５０
人
が
参

私
が
和
歌
山
の
本
社
か
ら

東
京
に
来
た
の
は
、
約
３
年

前
の
こ
と
で
、
東
京
営
業
所

開
設
の
た
め
に
赴
任
し
ま
し

た
。
東
京
へ
の
進
出
は
私
か

ら
社
長
に
お
願
い
し
ま
し

た
。当

社
は
地
元
の
和
歌
山
や

大
阪
な
ど
関
西
に
得
意
先
を

持
ち
ラ
ベ
ル
を
販
売
し
て
い

ま
し
た
。
安
定
は
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
あ
る
商
圏
だ
け

で
は
今
後
の
成
長
は
あ
ま
り

見
込
め
な
い
と
の
思
い
か
ら

東
京
営
業
所
開
設
を
進
言
し

た
の
で
す
。

東
京
へ
の
進
出
は
同
業
の

先
輩
か
ら
影
響
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
方
も
数
年
前
に
東

京
に
進
出
さ
れ
て
、
苦
労
し

な
が
ら
も
成
功
を
収
め
ま
し

た
。
そ
の
姿
を
見
て
、「
自

分
も
」
と
奮
い
立
ち
ま
し
た
。

最
初
に
借
り
た
事
務
所
は

南
青
山
の
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ

ス
で
、
１
人
で
業
務
を
始
め

ま
し
た
。
そ
こ
は
電
話
１
本
、

机
一
つ
と
い
う
小
さ
な
部
屋

で
し
た
。
青
山
を
選
ん
だ
の

は
、
当
社
が
得
意
と
す
る
化

粧
品
関
連
の
会
社
が
多
い
こ

と
か
ら
で
す
。
ま
た
、
化
粧

品
な
ど
お
し
ゃ
れ
に
か
か
わ

る
ラ
ベ
ル
を
つ
く
っ
て
い
る

の
で
、
ど
う
せ
事
務
所
を
開

く
な
ら
、
お
し
ゃ
れ
な
街
が

い
い
な
、
と
い
う
私
の
希
望

も
あ
り
ま
し
た
。

事
務
所
開
設
後
は
１
人
で

飛
び
込
み
営
業
を
始
め
た
の

で
す
が
、
最
初
の
１
、２
カ

月
は
ほ
と
ん
ど
受
注
で
き

ず
、
本
当
に
大
丈
夫
か
と
心

配
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
営
業
を
続
け
る

中
で
、
取
引
先
か
ら
の
紹
介

や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
知
り

合
っ
た
方
か
ら
の
紹
介
な
ど

で
、
少
し
ず
つ
仕
事
が
増
え

て
い
き
ま
し
た
。
や
は
り
、

人
の
縁
が
大
事
だ
と
あ
ら
た

め
て
感
じ
ま
し
た
。

昨
年
は
震
災
が
あ
り
、
一

時
、
取
引
先
で
も
イ
ベ
ン
ト

な
ど
が
中
止
に
な
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め

発
注
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
り
、

納
品
し
た
シ
ー
ル
が
使
わ
れ

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
現
在
、

受
注
は
平
常
ど
お
り
に
戻
っ

て
い
ま
す
。

今
年
７
月
、
東
京
事
務
所

を
同
じ
南
青
山
の
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
に
移
し
ま
し
た
。
そ
れ

と
と
も
に
営
業
所
員
を
１
人

増
強
し
、
今
は
２
名
体
制
で

営
業
し
て
い
ま
す
。

事
務
所
も
大
き
く
な
り
人

員
も
増
え
ま
し
た
の
で
、
売

り
上
げ
も
そ
れ
に
見
合
っ
た

規
模
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
将
来
は
東
京

で
の
売
り
上
げ
を
和
歌
山
と

同
等
に
し
、
当
社
の
柱
と
な

る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

顔

東
京
営
業
所
を
も
う
一
つ
の
柱
に

㈱ダイキョウ

慈幸 信治さん

業
界
短
信

東
海
北
陸
協
組
が
懇
談
会
…

東
海
北
陸
シ
ー
リ
ン
グ
印
刷

協
同
組
合
（
岩
田
真
人
理
事

長
）
は
８
月
２８
日
㈫
午
後
６
時

か
ら
、
名
古
屋
市
中
区
栄
の
料

亭
つ
た
も
で
同
協
賛
会
（
岡
野

忠
章
会
長
）
と
の
懇
談
会
を
開

催
す
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
午
後

４
時
か
ら
は
、
名
古
屋
市
中
区

丸
の
内
の
リ
ン
テ
ッ
ク
㈱
名
古

屋
支
店
で
㈱
ア
サ
プ
リ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
の
松
岡
祐
司
社
長

を
招
い
て
「
見
え
る
化
か
ら
始

め
る
収
益
改
善
」
を
題
材
と
し

た
講
演
会
を
実
施
。
な
お
同
協

組
の
事
務
局
が
こ
の
ほ
ど
、
次

の
住
所
に
移
転
し
た
。
な
お
電

話
番
号
な
ど
に
変
更
は
な
い
。

〒
４
６
０
―
０
０
０
７
　
名

古
屋
市
中
区
新
栄
２
―
２
―
７

東
和
マ
ン
シ
ョ
ン
広
小
路

９
０
１

フ
ナ
ミ
ズ
刃
型
製
版
が
移
転

…
㈱
フ
ナ
ミ
ズ
刃
型
製
版
（
木

原
一
裕
社
長
）
は
８
月
１７
日
㈮

か
ら
、次
の
住
所
に
移
転
す
る
。

〒
３
５
１
―
０
０
１
２
　
埼

玉
県
朝
霞
市
栄
町
４
―
５
―
２４

☎
０
４
８・４
６
５・２
１
４
０

FAX
０
４
８・４
６
５・２
１
４
１

サ
ト
ー
が
新
会
社
設
立
…
サ

ト
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

（
松
山
一
雄
社
長
）
は
こ
の
ほ

ど
、
介
護
・
福
祉
事
業
者
に
同

社
の
プ
リ
ン
タ
や
サ
プ
ラ
イ
製

品
を
販
売
す
る
サ
ト
ー
ア
ド
バ

ン
ス
㈱
（
羽
生
光
孝
社
長
）
の

設
立
を
発
表
し
た
。

訂
正
…
本
紙
７
月
１５
日
号
７

面
『
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ッ
ク
ス
』

記
事
中
の
右
上
写
真
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
正
確
に
は
『
貼

付
の
向
き
を
変
更
可
能
（
不
二

レ
ー
ベ
ル
）』
で
す
。
訂
正
し
、

お
詫
び
し
ま
す
。

全
日
本
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組

合
連
合
会（
小
宮
山
光
男
会
長
）

の
組
合
員
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
状
況
は
、
１０
年
来
の

組
合
員
事
業
に
お
け
る
課
題
で

あ
り
、
ま
た
減
少
の
理
由
に
関

し
て
は
、時
を
隔
て
た
現
在
も
、

大
き
く
変
わ
ら
な
い
。

組
合
退
会
の
理
由
で
も
っ
と

も
多
い
の
が
「
後
継
者
不
在
」

や
「
廃
業
」
で
あ
り
、
小
・
零

細
企
業
が
ほ
と
ん
ど
。
バ
ブ
ル

経
済
に
沸
い
た
２０
年
前
、
ラ
ベ

ル
を
含
め
た
印
刷
産
業
が
「
３

Ｋ
（
き
つ
い
、
汚
い
、
危
険
）」

と
称
さ
れ
る
な
ど
、
次
世
代
の

経
営
者
層
を
育
て
る
環
境
が

整
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
要

因
と
さ
れ
る
。
当
時
、
ラ
ベ
ル

印
刷
を
家
業
と
し
て
い
る
事
業

者
の
中
に
は
、
子
息
が
別
の
業

種
に
就
く
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な

く
、
そ
の
よ
う
な
時
期
に
ラ
ベ

ル
業
界
へ
入
っ
た
若
手
は
今
、

４０
代
。
企
業
の
中
心
を
担
う
年

齢
層
に
到
達
し
て
い
る
。ま
た
、

次
期
経
営
者
と
し
て
の
育
成
も

進
ん
で
お
り
、
企
業
に
よ
っ
て

は
、
経
営
者
に
就
任
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

い
つ
の
時
代
も
、
魅
力
的
な

業
種
に
は
多
く
の
人
材
が
集
ま

る
も
の
。
そ
れ
が
、
ビ
ジ
ネ
ス

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
つ
な
が

り
、
結
果
的
に
産
業
発
展
を
迎

え
る
。
逆
に
人
材
不
足
の
状
況

下
で
は
、
業
界
内
で
ビ
ジ
ネ
ス

に
対
す
る
思
考
性
の
ワ
ン
パ

タ
ー
ン
化
を
招
き
、
産
業
と
し

て
成
長
し
に
く
い
状
況
へ
陥

り
や
す
い
。
ラ
ベ
ル
業
界
は
す

で
に
２０
年
前
か
ら
、
組
合
員
数

の
減
少
を
予
感
さ
せ
る
素
地
が

あ
っ
た
と
い
え
る
。
当
時
、
ラ

ベ
ル
印
刷
業
界
の
認
知
度
を
世

間
に
広
め
る
と
と
も
に
、
若
手

業
界
人
を
育
成
す
る
た
め
の
環

境
を
整
え
た
な
ら
ば
、
組
合

員
の
減
少
と
い
っ
た
長
年
の
課

題
を
回
避
で
き
た
可
能
性
が
あ

る
。
過
ぎ
去
っ
た
時
期
は
戻
す

こ
と
が
で
き
な
い
。

し
か
し
、
組
合
員
数
の
減
少

を
食
い
止
め
、
再
び
活
性
化
さ

せ
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
は
あ
る
。

ラ
ベ
ル
業

界
で
は
現

在
、
組
合
団

体
の
ほ
か

に
、
同
業
者

や
関
連
企
業

な
ど
に
よ
る

グ
ル
ー
プ
組

織
の
設
立
が

相
次
い
で
い

る
。
具
体
的

に
は
①
同
業

者
と
し
て
の

親
睦
を
深
め

合
い
、
業
界

発
展
の
意
識

を
高
め
る
②

同
業
者
間
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進

し
つ
つ
、
天
災
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
発
生
時
に
フ
ォ
ロ
ー
し
合
う

③
ラ
ベ
ル
製
造
技
術
の
知
識
を

補
完
し
合
い
、
場
合
に
よ
っ
て

仕
事
の
共
有
化
を
図
る
、
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

中
で
も
①
は
、
工
業
会
と
し

て
設
立
さ
れ
る
ケ
ー
ス
。
新
潟

県
を
は
じ
め
、今
年
７
月
に
は
、

長
野
県
で
も
発
足
。
活
動
内
容

は
組
合
と
似
て
お
り
、
研
修
会

や
親
睦
会
な
ど
を
定
期
的
に
開

催
し
て
い
る
が
、
地
域
性
も
あ

り
、
企
業
間
の
結
束
が
強
い
。

②
は
、
大
地
震
や
洪
水
な
ど

の
自
然
災
害
に
よ
っ
て
ラ
ベ
ル

印
刷
な
ど
の
生
産
活
動
に
支
障

を
き
た
し
た
事
態
を
想
定
し
、

あ
ら
か
じ
め
同
業
者
間
で
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
を
構
成
す
る
ケ
ー
ス

と
い
っ
た
も
の
。
さ
ら
に
、
共

同
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

③
は
、
主
に
若
手
業
界
人
の

中
で
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
特

徴
と
し
て
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
な
ど
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
情
報

交
換
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る

点
が
挙
げ
ら
れ
る
。そ
の
た
め
、

従
来
の
団
体
組
織
と
異
な
り
、

構
成
メ
ン
バ
ー
の
人
数
も
明
確

で
は
な
い
。
組
合
の
よ
う
な
事

業
活
動
へ
の
参
加
が
中
心
で
は

な
く
、「
好
き
な
時
に
、
好
き

な
活
動
を
、
好
き
な
メ
ン
バ
ー

で
」と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
主
流
。

能
動
的
に
行
動
す
る
若
手
業
界

人
に
よ
る
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ

組
織
は
こ
れ
ま
で
の
業
界
団
体

に
見
ら
れ
な
か
っ
た
パ
ワ
ー
を

感
じ
さ
せ
る
。
今
後
、
さ
ら
に

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

い
ず
れ
の
グ
ル
ー
プ
も
、
設

立
目
的
に
よ
っ
て
千
差
万
別
だ

が
、
共
通
す
る
の
は
「
組
合
で

は
諸
般
の
事
情
に
よ
り
実
現
で

き
な
か
っ
た
活
動
を
、
新
組
織

で
率
先
し
て
手
が
け
て
い
る
」

点
。
お
そ
ら
く
、
こ
こ
に
「
ラ

ベ
ル
業
界
の
組
織
」
と
し
て
の

メ
リ
ッ
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

 

（
続
く
）

今年 4月に導入したエプソンのデジタル印刷機「SurePress」

新
グ
ル
ー
プ
が
設
立
す
る
理
由
と
は

中

田中潤一郎社長

㈲
田
中
凸
版
（
福
岡
市
博
多
区
吉
塚
、
田
中
潤
一
郎
社
長
、
☎
０
９
２
・
６
２
２
・
０
６
４
１
）

は
こ
の
ほ
ど
、
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
製
Ｉ
Ｊ
デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
「
Ｓ
ｕ
ｒ
ｅ
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
　
Ｌ

―
４
０
３
３
Ａ
」
を
導
入
。
九
州
地
域
の
ラ
ベ
ル
印
刷
会
社
か
ら
、
小
ロ
ッ
ト
の
ラ
ベ
ル
製
造

に
関
す
る
受
託
事
業
を
開
始
し
た
。
今
後
、
同
社
が
培
っ
て
き
た
製
版
工
程
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
の
加
工
技
術
を
応
用
し
、
デ
ジ
タ
ル
印
刷
の
可
能
性
を
模
索
す
る
と
と
も
に
、
同
地

域
に
対
し
て
Ｐ
Ｒ
展
開
を
図
る
方
針
と
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｍ
コ
ー
ド
が
高
評
価

実
演
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
展
開

クロスアクセス

世
界
の
デ
ジ
タ
ル
印
刷
機

市
場
拡
大
を
予
測

インフォトレンズ
講演会を主催

「
Ｕ
Ｖ
―
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」
を
発
刊

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン ラベルフォーラムでPMコードの特性を紹介

ロ
バ
ー
ト
・
リ
ー
ヒ
ー
氏

デジタル印刷分野へ事業拡大
田中凸版 九州初のSurePress 導入

新グループでは希望者を募って研修会を開催するケースも
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